
【退職】　〇教諭　高原清和（美術）
　　　　　〇事務主査　村上結美

【異動】　〇教頭　下田哲也（保健体育）　長崎市立三重中学校へ（副校長として）
　　　　　〇教諭　笹山貴子（音楽）　　　長崎市立東長崎中学校へ
　　　　　〇教諭　𠮷田朋司（社会）　　　長崎市立滑石中学校へ

　　　　　〇特別支援教育支援員　簗瀬伸吾

　　　　　〇教諭　吉田武史（保健体育）　長崎市立日吉中学校へ
　　　　　〇教諭　吉崎拓也（技術）　　　長崎大学教育学部附属中学校へ
　　　　　〇養護教諭　黒岩瑞恵　　　　　長崎市立淵中学校へ
【社会体験研修による１年間の研修】
　　　　　〇教諭　本村美帆（英語）　　　株式会社　長崎新聞社へ

　また、今日は、令和７年度の締めくくりです。私はこの一年、折に触れて「素直さ・明
るさ・逞しさ」という、本校が誇る合言葉を伝えてきました。体の成長は目に見えます。
皆さんの「心の成長」はどうでしょうか。
　誰かの痛みに気づき、そっと寄り添えるようになった「素直さ」。
　苦しいときこそ前を向き、仲間と笑い合えた「明るさ」。
　そして、壁にぶつかっても逃げ出さず、今日まで歩みを止めなかった「逞しさ」。
　この一年間を振り返り、次の学年でもぜひ生かしてください。そして、新入生のお手本
となってください。この一年間、皆さんと過ごして、断言できます。君たちなら間違いな
くできる。私はそう信じています。
　誇りと自信を胸に前に進みましょう。「誰からも愛される緑が丘中学校」をみんなの手
で創っていきましょう。皆さん一人ひとりのこの一年の努力を讃え、今後のさらなる成長
を願い、令和７年度の締めくくりにあたってのあいさつとします。この一年間、本当によ
く頑張りました。ありがとう

素直さ・明るさ・逞しさ 学校合言葉
文責：校長　森田将史
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自ら進んで学び、
社会性と高い志をもった生徒の育成

 学校教育目標

令和７年度　修了式　校長式辞より

　春分の日が過ぎ、厳しい冬の寒さに耐えてきた校庭の蕾が、今、静かに、しかし力強く
花を咲かせる時を迎えようとしています。この花の開花と同じように、皆さんがこの一年
間、自分の中に蓄えてきた力が、今まさに形になろうとしています。今日、この修了式と
いう一日は、ただの学年の終わりではありません。皆さん一人ひとりの「成長」を確かめ
る、特別な朝です。　
・・・中略・・・
　さて、３学期の始業式、私は皆さんに「次のステージへの『ゼロ学期』、準備期間だ」
というお話をしました。今日までの40数日間、皆さんは自分を律し、未来の自分に恥じな
い時間を積み上げてこれたでしょうか。胸を張って「やり抜いた」といえる人。その手応
えこそが、君たちの揺るぎない「自信」という武器になります。もし今、「自分はまだ足
りない」と思う人、今からでも遅くはありません。「やる」と決めて、決意したその瞬間
こそがスタートです。想像してください。今の自分に甘え、楽な道を選ぶ自分なのか。そ
れとも、今しかできない困難に立ち向かい、未来を自らの手でこじ開ける自分なのか。ど
ちらの自分と、４月に出会いたいですか。４月の始業式まで、まだ時間はあります。全員
が「最高で万全の準備」を整え、新しいステージの幕を上げる。そんな皆さんの姿を待っ
ています。

本年度もお世話になりました

今年度で退職、異動される先生方です。

これまで本当にお世話になりました！


